
伊万里実業高校コンソーシアム

令和７年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（創造的教育方法実践プログラム）

【佐賀県立伊万里実業高等学校】文理融合型教育による「いまりん６次化」実践プログラム
佐賀県教育委員会

コーディネータ

高等研究機関(大学等)

専門家・実務家等

地元自治体等

地元住民・企業等

目的

〇地域から求められる専門高校として、地域資源を活用した
「６次産業化」を実践できる人材育成が必要

○多様化する進路ニーズに適応した学びが必要

カリキュラム概要

６次産業化人材を育む文理融合型の学科・教科等横断による
専門教育を推進する実業系高等学校の新しい教育モデルの確
立と普及

新しい教育方法

学科の枠を超えた学び合いと外部講師の活用
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伊万里実業高校
農林キャンパス
商業キャンパス

連携・協働

令和7年度の目標

〇今年度は、学科を超
えた学び合いを推進し、
生徒が多様な専門分野
への関心を広げるとと
もに、専門性を組み合
わせて活用できる力を
育成する。
〇外部講師の活用を強
化し、学校の枠を超え
た視点や実社会の知見
を学ぶ機会を充実させ
ることで、地域や社会
の課題に主体的に向き
合う思考力と実践力の
育成を図る。

取り組み状況

【５学科共同課題研究（竹プロ）】
全学科から総勢２６名の生徒が協力しながら、放置竹林問題の

解決に向けて学科横断型の研究活動に取り組み、協働的な課題解
決に向かう力を育成することを目指している。
【課題研究発表会】
農業及び商業の実践的で体験的な学習活動を行う課題研究の成

果を発表することによって、農業と商業を学んだ生徒同士の学び
合いを目指している。
【ビジネスプランコース】
ビジネスプランコースでは、１・２年次に学習した簿記、マー

ケティング、情報処理などの商業科目を総合的かつ実践的に活用
し、専門科目への理解を多面的に深める授業を実施した。また、
生徒が自ら課題を設定し主体的に学習を進めることで、将来に活
かせる実践的スキルの習得を目指した。加えて、外部講師を招い
た課題研究を実施し、地域産業振興に寄与し得る人材育成の促進
につながった。

成果と課題

〇放置竹林問題という複合的課題
に向き合う過程において、学科ご
との専門性を持ち寄り協働するこ
とで、実践的な問題解決力を高め
ることができた。
○外部講師やコーディネーターと
連携した授業では、生徒の多様な
価値観や発想が引き出され、個々
の特徴を活かした学びに発展した。
〇今後は、外部講話や企業訪問を
積極的に取り入れ、生徒の思考を
深めていく予定である。これらの
取組を継続することで、地域課題
に主体的に向き合い、自立して問
題を解決できる生徒の育成を期待
している。



関係機関との連携・協力体制（コンソーシアム）

五ヶ瀬中等教育学
校

（学びの森カリキュラム開発
推進プロジェクトチーム）

地域組織・国際機関 
世界農業遺産(GIAHS)協議会
JICA九州センター 等

県内外企業
IGS株式会社
avatarin株式会社
446株式会社 等

高等教育機関
九州大学 / 宮崎大学
京都大学防災研究所 等

研究機関
総合地球環境研究所
教育デザイン研究所 等

CN：コーディネーター

【宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校】 VUCA時代を生き抜く野性味あふれる「価値創造人材」の育成

国際社会で活躍する人材の育成 野性味や冒険心の育成 主体的に生きる人間の育成
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Design × Dialogue
学びの森に根付く

対話の文化

教科横断型授業
学校設定科目
遠隔協働授業

寮での「学びあい」
哲学対話

地域との協働

データによる
自己の振り返り

学びの森版
「未来の教室」

Data × Digital

Ai-GROW
数理探究ｱｾｽﾒﾝﾄ

ICE-Qs

１人１台端末
VR・３Dプリンタ

メタバース・ドロー
ン

〇探究力を育む学校設定科目の開発
〇文理融合・教科等横断的な学びの推進
〇オンラインを活用した大学等との連携

VUCA時代を生き抜く野性味あふれる
「価値創造人材」の育成

〇教科教育と探究活動との分断・孤立化
〇学校外の研究機関等との連携機会減少
〇コロナ禍による校外学習の機会減少
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本事業を実施する目的・目標／具体的な取組

〇AIアセスメントによる自己・相互評価
〇数理探究ｱｾｽﾒﾝﾄによる「創造力」の評価
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管理機関名：宮崎県教育委員会 令和７年度 新時代に対応した高等学校改革推進事業（創造的教育方法実践プログラム）

令和７年度 成果と課題
○学校設定科目「学際探究基礎」

「学際探究」の開発と実装
○クラウドと生成AIを活用した

教科横断型授業の「日常化」
○「野性味あふれる価値創造人
材」

の定義と解釈の明確化
○３年間の事業を通じた

「５つの力」の確実な成長と評価
○「学びの道しるべ（単元シラバ

ス）」運用による学びの自走
○全生徒履修化に伴う「学際探
究」

の持続可能な指導体制構築
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